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要  旨   

トマトの点滴湛水による不織布ポット根城制限土耕において，イノシン含有緩効性肥料を使  

用した場合の果実収量ならびに品質に及ぼす影響について調査した。早熟および抑制栽培を行  

い，早熟栽培は化成肥料，化成肥料＋イノシン0．16％，有機肥料，有機肥料＋イノシン  

0．13％，有機肥料十イノシン0．66％の5処理区，抑制栽培では，化成肥料，化成肥料＋イノシ  

ン0．16％，化成肥料＋イノシン0．88％，有機肥料，有機肥料＋イノシン0．16％の5処理区にお  

いて試験を実施した。地上部ならびに地下部の成育については，イノシンの効果は不明であっ  

た。葉色（SnlD値）に関しては，イノシン添加処理は一定の促進効果があることが確認され  

た。果実収量は作型によって肥料種類の効果が異なり，早熟栽培では肥料処理ならびにイノシ  

ン添加処理の効果は認められなかった。一方，抑制栽培では，有機肥料区において試験後半の  

果実肥大が良好であり，イノシン添加により一層の果実肥大促進効果が観察された。  

キーワード：イノシン，援効性肥軋 点滴潅水，トマト，不織布ポット  

緒  言  

プロリンなどアミノ酸処理によって果実の肥大促進効果等が確認されている（弦閉ら2003）。  

その作用機構については不明な点があるが，分解後に肥料として利用される他に，植物体に吸  

収された後に直接アミノ酸代謝機構に取り込まれ，各種生理機構を促進している可能性もあ  

り，葉面散布剤や肥料の補助剤としての利用も期待されている。また，核酸の一種であるイノ  

シンも．根圏に潅注施用すると根の伸長を促進することが味の素（株）で確認されている。こ  

のイノシンについても，農業用途への展開が考えられており，プロリンなどと同様の効果が期  

待されるイノシンを固形肥料に混合する新しいタイプの肥料の開発が進んでいる。  

：＊騙苛買d敵背協デ竿ぎ讐敵影票竺聖指数学の共同研究契約により，課題名「イノシ  ン含有固形肥料のトマトの生育及び品質に及ぼす影響の評価」として実施した 
。  

－1－   



伊藤 睦・松岡瑞樹・大平周子・横井大輔・福田直也   

トマトでは通気・透水性のある不織布ポットを使用し，根城を制限しつつ土壌から隔離し，  

土壌伝染性の病害抑制ならびに肥料の利用効率を高めることを目的とした不織布ポット隔離床  

栽培（岡ら2006；岡・三好2006）において，緩効性肥料を利用した高品質トマト生産方法が開  

発されている（猿渡ら2003）。この栽培方法と自動点滴湛水とを組み合わせた場合，無追肥省  

力栽培システムを構築できることに加えて，効率的な施肥により，環境親和的な栽培システム  

として確立できる可能性がある。   

本研究は，省力栽培を目的とした固形型肥料を利用した不織布ポット点滴潅水栽培につい  

て，肥料成分または，成長促進効果が期待できるイノシンの固形肥料への添加が，トマトの果  

実収量ならびに品質に及ぼす影響を評価した。  

材料および方法  

供試品種は，‘ハウス桃太郎’（タキイ種苗（株））とした。筑波大学農林技術センター温室  

4号において，ジフイー 9を培地として播種徹 そのまま底面潅水育苗し，本葉が3～4枚展  

開したところでエプアンドフロー式の水耕育苗装置に移植した。移植後は，大塚化学水耕用肥  

料A処方（EC＝1．2dS血）を培養液として使用し，育苗を継続した。第一花房展開を確認後，  

直径25cmの不織布遮根性ポット U－maSterR，グンゼ（株））に，農林技術センター読菜露地  

圃場の土を12L入れ培土とし，そのポットに移植した。なお，いずれのポットも，側面が地中  

に埋まる程度に埋設した。栽培システムは，農林技術センターファイロンハウス2号に設置し  

たチューブ点滴潅水システムを基本とし，湛水はタイマーによって，明期中に一日5分程度の  

潅水を6回実施するよう設定した。地上部の栽培管理については，いずれの実験も一本仕立て  

の5段摘芯とした。開花後は，振動受粉機による交配作業と植物ホルモン処理（4－PCA  

lOO倍濃度処理，トマトトーン，石原産業（株））を行った。   

実験は，早熟ならびに抑制の各作型について合計二回実施した。実験1として，2007年2月  

7日に播種し，4月5日に定植した後，5月29日から収穫を開始するハウス早熟栽培を実施し  

た。また，同年9月4日に播種し，10月26日に定植後 2008年1月23日より収穫を開始するハ  

ウス抑制栽培試験を実験2として実施した。   

使用した肥料は，共同研究先である味の素（株）により配合された，通常肥効型の配合化成  

肥料（N：P：K＝8：8：8）ならびに，有機入り配合肥料（N：P：K＝6．5：6．5：6．5）をベース  

に，核酸の一種であるイノシンを添加したものを使用した。なお，本有機入り配合肥料は，ア  

ミノ酸発酵副生液、廃活性炭 腐植物質，副生硫安とNPKを補う化成月巴料を配合したもので  

ある。ハウス早熟栽培試験では，A区：化成肥札 Al区：化成肥料＋イノシン0．16％，B区：  

有機肥料，Bl区：有機肥料＋イノシン0．13％，B2区：有機肥料＋イノシン0．66％の試験区を  

設けた上で各肥料成分がほぼ同程度となるように，化成肥料については112g，有機肥料は144g  

各ポットの培土に混入した（表1）。一方，抑制栽培試験では，早熟栽培試験と同じシステム  

において施肥量基準は同じとし，A区：化成肥料，Al区：化成肥料＋イノシン0．16％，A2  

区：化成肥料＋イノシン0．80％，B区：有機肥料，Bl区：有機肥料＋イノシン0．16％となる試  

験区を設けた。なお，早熟栽培試験と抑制栽培試験において，イノシン処理区のイノシン配合  

比率は，早熟栽培試験においてイノシン添加の効果が不明確であったことから，更に濃度を上  

昇させることによりイノシンの効果を確認するために，抑制栽培において更にイノシンの比率  
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表1各処理区．  

早
熟
栽
培
試
験
区
（
実
験
1
）
 
 

A   化成肥料   

Al 化成肥料＋イノシン0．16％   

B   有機肥料   

Bl  有機肥料＋イノシン0．13％   

B2  有機肥料＋イノシン0．66％  

抑
制
栽
培
試
験
区
（
実
験
2
）
 
 

A   化成肥料   

Al 化成肥料＋イノシン0．16％   

A2  化成肥料＋イノシン0．88％   

B   有機肥料   

Bl  有機肥料＋イノシン0．16％  

が高くなる設定を行った。いずれの実験ともに，粂間150cm，株間50cm，畦長300cm条件で各  

処理区1ブロック5株とし，各ブロックについて温室内の別の位置において二回反復した。   

栽培期間中，温室内気温が25℃を越えた場合，天窓を開けて換気を行った。また，抑制栽培  

試験については，11月より温風暖房機（HK－160S，ネポン）により，最低気温の設定を10℃  

として暖房を行った。   

いずれの実験とも，定植から摘芯までの期間に，毎週一回，草丈ならびに，測定時に最も大  

きい葉を選び，最大棄民 最大葉幅としてそれぞれ記録した。また，最大紫については，  

SPAD値（SmD－502，コニカミノルタホールディング（株））を調査した。収穫した果実の重  

量を記録し，果汁について可溶性固形物膿度（Br玩％）を屈折糖度計により調査した。また，  

各処理区より5個の果実を無作為に選び，果実のどタミンC含有量を計測した。各果実より  

10gのサンプルを採取し，10mlの5％メタリン酸とともに，乳鉢内で摩砕した。その後，5％  

メタリン酸によって100mlまでメスアップし，3000rpm，4℃の条件で10分間遠心分離した。遠  

心分離した上澄みについては，簡易測定装置（RQ－FLEXplus，MERCK社）を使用してどタミ  

ンC含有量を測定した。   

収穫を終了した植物体は掘り取り，地上部および地下部に選別後，乾燥機（80℃）で48時間  

乾燥後，それぞれの乾物重量を測定した。  

結  果  

早熟・抑制栽培試験のいずれについても，定植から摘芯までの生育期間中，草丈の伸長につ  

いては，肥料処理による影響は明らかではなかった（図1）。また最大楽長も，早熟栽培の場  

合いずれの処理区も同様に推移した（図1）。抑制栽培試験では．特にイノシンを含んだ化成  

肥料区において最大葉長が長くなる傾向があり，A2区ではイノシンを含まないA区と比べて  

5％長くなった。最大葉幅も最大葉長と同様の傾向を示し，抑制栽培試験の場合，イノシンを  

含んだ化成肥料区で大きくなる傾向があった（図1）。しかしながら，早熟栽培試験の有機肥  
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早熟栽培試験（実験1）  
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図1 各試験における草丈・最大葉長・葉幅の推移．  
バーは，標準誤差（n＝10）を示す．各処理区名については表1参照．  
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料区の場合，Bl区では，イノシンを含まないB区と比較して，最大葉長ならびに葉幅とも小  

さくなった。葉色の漉さの指標となるSnlD億は，早熟栽培試験の場合，全体としてイノシン  

添加処理区で，実験期間中高く推移する傾向が示唆された（図2）。また，抑制栽培試験の  

S払D値に関しては，生育前半部分において，Al区ならびにBl区で低くなる傾向があったも  

のの，生育後半に関しては，化成肥料区および有機肥料区ともに，イノシンを添加したAl，A  

2ならびにBl区で，SPÅD値が増大する傾向が示唆され，最終的にイノシンを添加した処理区  

平均で全体として7．8％，イノシンを添加しなかった処理区平均よりも高くなった。   

早熟栽培試験において，収穫終了時の地上部乾物重量は，B2処理区で他の処理区と比較し  

て低くなった（表2）。地下部についても同様に，B2処理区において低下する傾向があり，結  

果として¶R比はB2処理区で小さくなった。一方，抑制栽培試験の場合，A区に対して，Al，  

抑制栽培試験（実験2）   早熟栽培試験（実験1）  
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図2 各試験におけるS払D億の推移．  
バーは，標準誤差（n＝10）を示す．各処理区名については表1参照．  

表2 各肥料試験区におけるトマトの地上瓢 地下部乾物重ならびに地上部／地下部乾物重比  

（叩比）．  

処理区  地上部乾物重（g）  地下部乾物重（g）  1慄比  

14．9±1．4  

14．7±1．8  

13，3±1．2  

13．5±1．4  

16．9±1．3  

14．9±1．1  

15．9±1．8  

17．6±1．5  

19．2±1．2  

14．4±0．9  

A  212．2±13．0  

早 A1  210．6±24．6  

B   
222・6±11・7  

培 B1  250．4±17．8  

B2  152．3±17．4  

11．7±0．6  

13．2±1．6  

12．8±0．6  

14．3±1．3  

15．2±1．3  

30．5±2．0  

28．8±2．1  

30．3±2．7  

27．3±1．9  

25．8±2．3  

A  352．5±16．5  

抑 A1  372，5±32．8  
制  

栽  
A2  385．0±29．9  

培 B  390．0±46．9  

B1  395．0±59．5  

＊：平均値±標準誤差  
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A2，BならびにB2とも地上部乾物重が大きくなった。また，地下部乾物重については，各処  

理区間で大きな変化はなく，結果としてTソR比は，A区以外の処理区が増大することとなっ  

た。   

果房別収穫果実重量は，早熟栽培試験の場合，全体として第二～三果房でピークとなる傾向  

が示された（図3）。また，抑制栽培試験では，第一果房の果実収量ならびに平均果実重量が  

最も大きく，その後収穫果房段数が進むにつれて減少する傾向が示唆され，特に化成肥料区に  

おいて，果房後半の収量の低下が顕著となった（図4）。   

全収穫果実中，正常果の割合は，早熟栽培では7から8割程度となったのに対して，抑制栽  
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図3 早熟栽培試験における果房別収量．  
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培では，特に化成肥料区のAおよびAl区において6割程度へと低下した（表3）。障害果実の  

発生については，抑制栽培のチャック果発生率および尻腐れ果発生率がAおよびAl区で増大  

した。   

株当たりの総収量については，早熟栽培試験の場合，Bl区で有意に減少した（表4）。ま  

た，平均果実重量もBl区で総収量同様低下し，A区の8割程度であった。一方，果汁糖度な  

らびにどタミンC含有量については，処理区間に有意な差は確認できなかった。抑制栽培試験  

では，全体として，イノシンを添加した区において，添加しなかった処理区よりも果実収積量  

が高く，また，化成肥料区よりも有機肥料区全体で総収量が増加する傾向があり，特にBl区  

において，A区に対して有意に収量が増大した。平均果実重量も，総収量と同様であり，Bな  

いしBl区ではA区よりも果実重量が高くなった。反対に，果汁糖度については，果実が大き  

くなったBならびにBl区において6．2前後と，AならびにAl区よりも低くなった。ビタミン  

C含有量については，早熟栽培試験と同様に処理区間に有意な差は認められなかった。  

表3 全収穫果実中の正常果ならびに異常果比率（％）．  

早熟栽培試験 正常果  窓あき果  変形果 チャック果 尻腐れ果  小果  その他  

A  81．6  

A1  76．5  

B  80．5  

B1  72．3  

B2  71．9  

0．0  1．6  5．3  

0．0  3．9  7．8  

0．0  1．6  8．9  

0．0  7．8  8．4  

0．0  3．4  9．6  

0．0  0．0  11．6  

0．0  2．2  9．5  

0．0  0．0  8．9  

0．0  0．0  11．4  

1．1  0．6  13，5  

抑制栽培試験 正常果  窓あき果  変形果 チャック果 尻腐れ果  小果  その他  

A  65．4  

A1  64．5  

A2  85．1  

B  74．O  

B1  85．2  

6．4  7．7  14．1  5．1  

2．6  3．9  21．1  5．3  

4．1  2．7  6．8  0．0  

1．4  6．8  15．1  0．0  

0．0  5．7  6．8  0．0  

1．3  0．0  

1．3  1．3  

1．4  0．0  

0．0  2．7  

1．1  1．1  

＊その他については．複数の障害が発生したものを含む。  

表4 ポット土排における肥料成分がトマトの給果実収量，平均果実重量，果汁糖度ならび  
にどダミンC（VC）含有量に及ぼす影響．  

給果実収量  平均果寛重  量果汁糖度  VC含有量  

（g）  （g）  Brix（％） mg・100giw．1  
作型  肥料成分処理区  

3953．6 a  208．2 a  

3270．3 bc  180．4 bc  

3808．8 ab  200．1 a  

2780．4 c  167．6 c  

3444． 192．4 ab  

A  

Al  

早熟栽培  B  

BI  

B2  

5．22 a  

5．30 a  

5．22 a  

5．52 a  

5．34 a  

14．4 a  

14．6 a  

16．1 a  

18．6 a  

16．6 a  

A  2369．2 b  l18．6 b  7．14 a  15．7 a  

13．9 a  

14．8 a  

15．4 a  

15．3 a  

A1  2464．9 ab  125．3 ab  7．43  

抑制栽培  A2  2571．O ab  138．7 ab  6．84  

B  2835．1ab  145．7 a  6，22  

B1  2929．5 a  152．O a  6－19  

b
 
 

a
 
a
 
b
 
b
 
 

＊：異なる文字間にはStudentのt検定により5％水準で有意差がある。  
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考  察  

葉色は，早熟ならびに抑制栽培試験とも，イノシンを添加した処理区で全体として濃くなる  

傾向が示された。プロリンを添加した場合に，SmD値が増加することが指摘されている（弦  

間ら2003；瀬古澤ら2008）。窒素をその構造に含むイノシンの場合も，アミノ酸同様に，分解  

産物が代謝機構に取り込まれ，結果として窒素肥料を施与した場合と同様に，葉色を濃くして  

いる可能性がある。   

果実収量に関しては，早熟栽培試験の場合，イノシンの添加による明確な違いは確認できな  

かった。なお，この試験では，化成および有機肥料といった肥料種類の遠いに関する効果も明  

らかではなかった。特に，気温が高く，有機物の分解が早い季節に試験を行ったことに加え，  

日射も多く全体的に成育量が高い時期でもあり，結果的に各種の肥料試験処理の効果が明確に  

ならなかったかもしれない。一九収穫期が低温期に当たる抑制栽培試験については，有機肥  

料区ならびにイノシンの添加において果実収量が増大した。収量構成要素からみて，果実収穫  

個数よりも，平均果実重量の違いがより処理区間差異が生じていた。浅尾ら（2006）は，キュ  

ウリについて，雌花数がアミノ酸の添加処理により促進されたことを報告しているが，本試験  

では，イノシンの添加が果実数に与える影響は確認できなかった。速効性の化成を主体として  

設置した肥料試験区では，試験後半に果実重量が低下し，このことに関して，肥料切れが成育  

後半に起こった可能性を示唆できる。特に，早熟栽培試験と比較して気温が低い抑制栽培試験  

では，有機肥料試験区全体で，試験期間後半でも比較的平均果実重量が大きかった。分解され  

てから吸収される有機肥料区の場合，本試験結果のように成育後半でも肥料切れが起こらな  

かった可能性がある。また，イノシン添加処理区では，全体として，平均果実重量が増加する  

傾向があった（表4）。キウイに関して，アミノ酸のプロリンが果実肥大促進効果をもつこと  

が指摘されている（瀬古澤ら2008）。この報告のように，イノシンの場合もなんらかの形で果  

実肥大を促進させた可能性も否定できない。しかしながら，果実肥大に関してイノシン添加処  

理が関与するその作用機構については不明であり，より一層の検討が必要であろう。なお，抑  

制栽培試験では，イノシン添加濃度を増加させた結果として，果実月巴大に対するイノシンの効  

果が確認できた可能性がある一方 実験期間中の気象条件が作型間でのイノシン添加効果の違  

いに関係している可能性も否定できない。すなわち，現在検証中であるが，土壌中微生物のよ  

るイノシンそのものの分解性が気温によって異なり，結果的に，期間中に初夏を含む早熟試験  

の場合，イノシンが早期に微生物により分解されてしまい，イノシンとしての効果を発揮でき  

なかったことが推察される。   

一方，果実品質への影響について，イノシン添加の効果は不明であった。抑制栽培試験の場  

合，果実肥大が低かったA区などで果汁の糖度が高かったのは，果実重量の低下に伴う果実内  

成分の濃縮効果の可能性が考えられる・（斉藤ら2006）。障害果実については，特に抑制栽培試  

顔の場合，化成肥料区において尻腐れ来季が5％程度発生した。猿渡ら（2003）によると，隔  

離床栽培において肥料量を増大させた場合にトマト果実の尻腐れ果発生率が増加している。本  

研究の場合，有機質肥料成分の分解が早かった早熟栽培では，その差違は観察されなかったも  

のの，気温が低い抑制栽培では化成の肥効が有機月巴料に比べて相対的に強く，障害果実発生に  

つながったのかもしれない。   

以上の結果より，根城を制限した不織布隔離床栽培の場合，固形肥料の利用と点滴潅水の組  
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トマトの不織布ポット点滴湛水栽培においてイノシン含有棍効性肥料が果実収量ならびに品質に及ぼす影響   

み合わせにより長期間トマトを栽培することが可能であることが示唆された。加えて，肥効が  

持続すると考えられる有機質タイプのものが抑制栽培の場合には望ましいことが判明した。本  

実験では使用しなかったが，肥効調節型の肥料を利用した場合，更に長期間の安定した生産が  

可能となるだろう。また，イノシンの添加効果については，低温時の抑制栽培において成育な  

らびに果実肥大を促進する補助要因として利用できる可能性が示唆された。  
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Efftcts of Slow Release「吋pe Fertilizer  
withInosine on theⅥeld and Quality  

ofTbmato Grownunder DripIrrigation System  
Incorporated with Non－WOVen Fhbric Pot Culture  

MutsumiITOUl，MizukiMATSUOKAl，Shuko OoHIRAl，  

Daisuke YoKOI2and Naoya FumAl＊  
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Ibaraki．T岳ukuba，′托nnodaiトニト1  

2Ajinomoto Co．，Inc．，104－0031Tbkyo Chuo，KYObashil－15Tl  

Abstract  

Effects of the slow release type fertilizer containing theinosine on the growthand  

加its yield oftomato grownunder dripimgation systemincorporated withnon－WOVen fabric  

pot culture，Were eValuated．Experimentaltreatments were carried out as follows；1）the  

Chemicaltype fertilizer treatmentswith or withoutinosine，and2）organictype fertilizer  

treatments with or withoutinosine in earlyandlate croppingtype．Theleaf color was  

improved asthe higher SPAD valuein the treatmentswithinosine．It was not evidentthe  

fertihzers affected onthe grow也of tomato，Whereasin early cropping type，there was no  

effect of fertilizer on the ＆uits yield．Butinlate cropping type，Organic ftrtilizer could  

increase up the tomato＆uits yield as compared with the chemicalfertilizerlIn addition，it  

WaS fbund that＆uits size andfruits yield tended to be bigger and higherinlate cropplng  

typeWheninosine was applied．   

Key words：Dripirrigation system，Inosine，Non－WOVen fabric pot，Slow release type fertiliz－  

eちTbmato  
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